
質問 質問

８月２日㈫に中学生を対象とした「桶川市子ども議会」を開催しました。この取り組みは、次世代を担う子ど

もたちが、桶川市の未来や日々の暮らしについて考え、また様々な質問をすることで、子どもの主体性を育み、

市政への参画意識を醸成することを目的としております。

当日は、市内４校から１０人の生徒が、市政に対して一般質問をする「議員役」と議会の進行を担う「議長役」

として参加しました。

「桶川市子ども議会」を開催
詳しくは!学校支援課!788‐4967

すみ ゆ くら

桶川中学校 角 紬蔵

ふるさと納税について

１つ目は、ふるさと納税を行うことのメリット・デメリ

ット、２つ目は、ふるさと納税により、市にはどのような

利益や課題があるのか、３つ目は、桶川市のふるさと納税

の認知度を上げる取り組みを教えてください。

答弁要旨

ふるさと納税制度は、自治体と寄付者の双方にメリット

があります。メリットとしては、地域経済の活性化や返礼

品を通じた情報発信により桶川市に興味を持ってもらうこ

とによる効果などがあります。また、寄付金の使い道を選

択することもできます。デメリットとしては、住所地の自

治体では、まちづくりに必要な財源が減ってしまうことで

す。桶川市では、ふるさと納税の認知度を上げる取り組み

として返礼品を工夫するなどしています。

おお の ゆめ か

桶川中学校 大野 夢佳

公園について

１つ目は、桶川市に今どれくらいの公園があるか、２つ

目は、自然や動物と触れ合えたり、キャンプなどの野外活

動が行えたりするような公園の設置予定があるか、３つ目

は、みんなが安心して使える公園のトイレの設置について、

お考えを教えてください。

答弁要旨

桶川市には現在、大小合わせて９８か所の公園があります。

動物と触れ合えたり、キャンプができたりする公園を設置す

る場合、動物の鳴き声や騒音、火気の取り扱いなど、近隣住

民に配慮することも必要になるので、今後の検討課題とさせ

ていただきます。安心して使えるトイレについては、現在、ト

イレの清掃強化活動なども実施しており、今後もより清潔で

快適なトイレ環境を目指し、適切な管理に努めてまいります。

いのうえ けんしん

氏名 井上 賢伸

桶川東中学校

議長に立候補した理由

昨年の子ども議会にも参加し、その時は議員として
であったので、今年は議長として、会議の雰囲気を感じ、
進行の方法を学びたいと思ったので、立候補しました。
子ども議会を終えた感想など

普段、学校で行う会議とは違う緊張感がありま
した。進行するにあたって、大きな声でゆっくり
話すことを心掛けました。本日は貴重な体験をあ
りがとうございました。

あき と ゆ い

氏名 秋戸 結衣

桶川西中学校

副議長に立候補した理由

各中学校の代表生徒が集まり、議会という貴重
な場をぜひ体験したいと考え、立候補しました。
私は人前で話すことが苦手で緊張するので、この
機会で少しでも克服できるとよいと思いました。
子ども議会を終えた感想など

最初は場の雰囲気に緊張しましたが、議会が進
むとともに緊張がとけ、議事をスムーズに進行で
きました。
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質問 質問

質問

質問

質問

質問

いし だ くれ は

桶川東中学校 石田 紅葉

子育て、人口について

１つ目は、総人口減少の理由とその改善策、２つ目は、

中学生が遊べる公園を増やす予定、３つ目は、オリンピック

競技種目の練習施設を作る予定について、教えてください。

答弁要旨

人口減少は、様々な要因が複雑に絡み合っていますので、

原因を特定することは難しいところです。中学生が遊べる

公園については、今後新たに公園を整備する際に、中学生

が遊べる遊具なども検討したいと思います。また、特定の

競技などの専用施設については、これまで多くの皆様から

特定の競技専用施設の整備について色々なご意見をいただ

いておりますので、多くの市民の皆様に喜んでご利用いた

だける施設整備を検討していきたいと考えています。

さいとう ゆう き

桶川東中学校 齋藤 祐希

広報について

子どもたちに桶川市を知ってもらうため、子ども向けの

広報をつくってはどうですか。そこで３点質問があります。

１つ目は広報の目的・役割、２つ目は広報の内容、３つ目

は課題について、教えてください。

答弁要旨

広報は、桶川市が行っている事業などを紹介し、理解や

協力を得るために発行する目的があります。また市役所と

市民をつなぐコミュニケーションツールとしての役割も担

っています。昨年は、市制施行５０周年記念誌『桶川市って

どんなところ？』を発行し市内小中学生に配付しました。

環境保全や経費削減につながるペーパーレス化や適切な情

報伝達方法などが今後の課題として考えられます。

た なか たま き

桶川西中学校 田中 珠季

自転車購入補助、自転
車専用道路について

環境への負荷が小さい移動手段として、自転車をさらに

普及させていくことが大切です。①市民を対象に、自転車

を買うための補助金が出るようになりませんか。②環境負

荷の少ない街づくりを目指して、自転車専用道路を設ける

ことはできますか。

答弁要旨

桶川市では、市民一人ひとりが地球温暖化を身近な問題

と考え、できる範囲で自転車などでの移動手段を用いる「ス

マートムーブ」の取組周知や啓発を進めたいと考えていま

す。現在の道路に自転車道や通行帯を設置するためには、新

たに土地を取得するなど難しい状況ですが、新たに道路を

計画する際は、設置に向けた検討をしたいと考えています。

くろやなぎ さ わ

加納中学校 黒柳 沙羽

ICT 教育について

タブレット端末導入による成果と課題、それらを踏まえ、

今後どのように学校で運用していくのか教えてください。

答弁要旨

成果としては、短時間での情報収集や情報の整理、情報
を活用した表現など、ICT活用のための知識や能力を育む
ことができていることなどです。素早く検索した、画像を
含む多くの情報を皆で共有できる反面、課題としては、使
用の際にルールを守らないことで発生するトラブルや過度
の使用による心身への影響、タブレット端末の扱い方、破
損や故障時の対応などがあげられます。これまでの成果と
課題を踏まえ、桶川市では、教育委員会を通じて、タブレ
ット端末などを有効活用した教育活動をより一層推進した
いと考えています。

かね こ ゆ う ま

桶川西中学校 金子 由羽真

観光資源の活用について

桶川市には、伝統ある祇園祭や、中山道周辺には国登録

有形文化財などがあります。それらを、桶川市の観光資源

として、活用する考えはありますか。また、活用するため

にはどのような課題がありますか。

答弁要旨

桶川市の歴史的建造物として、中山道以外では旧熊谷陸

軍飛行学校を復原整備し令和２年に開館した、桶川飛行学

校平和祈念館などがあり、現在、SNSを活用し情報発信

をしています。歴史的建造物の多くは、個人の方が所有さ

れていることから、文化財活用の仕組み作りも課題の一つ

と考えています。

た なか こ た ろう

加納中学校 田中 琥大朗

フードロスについて

桶川市ではフードロス問題に対して、どのような対策を

とっているか、また、今後どのようにフードロスを減らし

ていくかについて教えてください。

答弁要旨

桶川市では、１０月の食品ロス削減月間に合わせて、「食

品ロスを減らそう」という記事を広報に掲載し、市民の皆

様への普及啓発を行っています。また、市役所職員を対象

とした「フードドライブ（食品の寄付を募る活動）」を行

い子ども食堂などへお届けしました。フードロスを減らす

には、様々な分野の連携が必要ですので、今後も、関係機

関と連携し、食品ロス削減に関する施策の更なる推進を図

っていきます。
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開館時間"午前９時～午後９時

休 館 日"年末年始（１２月２９日～１月３日）

※その他、センター内機関の受付時間と電話番号

は、市ホームページまたは指定管理者事務所へ

問い合わせてください。

詳しくは!

社会福祉課

!788‐4933

地域福祉活動センターが
リニューアルオープン

9／1㈭

新たな施設機能として、福祉の困りごとや悩みなど様々なことを相談できる福祉総合相談窓口を開設し
たほか、個別の学習机を設けた個人学習ルーム、多世代がくつろげる世代間交流スペースなどを設けました。

１階

正面入り口

となりの総合福祉センターと
のアクセス向上を目的とした
歩行者用通路を設けました。

３階

ボランティア活動室

木のぬくもりと採光の入る
暖かい雰囲気の中で活動が
できます。

２階

個人学習ルーム

Wi-Fi 機能と個別のコンセ
ントが無料で利用できます。

１階

世代間交流スペース

FreeWi-Fi 機能のほか小
上がりの畳スペースを設置
しました。

部屋別の利用料金

１時間当りの使用料
１５０円
１００円
１００円
２５０円
２００円
２００円
２００円
１５０円
１００円

利用人数目安
２０人
１０人
１０人
７０人
２０人
２０人
３０人
１５人
６人

貸室名
会議室
録音室・操作室
点訳室
集会室
ボランティア活動室
講習室兼会議室
多目的室（防音仕様）
会議室
小会議室

階

２階

３階

※使用料の免除については、市ホームページまたは指定管理
者事務所へ問い合わせてください。

施設概要
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新型コロナワクチン最新情報（８月５日㈮時点）
詳しくは!健康増進課!786‐1855

８月５日㈮時点で、国から具体的な期間などは示されていませんが、１０月以降も引き続き、

新型コロナワクチンの接種が行われる予定です。延長後の予防接種期間やワクチンの供給予

定が示されましたら、市ホームページなどでお知らせしますので、適宜確認してください。

１０月以降のワクチン接種スケジュール

７月２２日㈮から、重症化リスクが高い多くの人に対してサービスを提供する「医療従事者等及び高齢者施設等の

従事者」が接種対象に加わりました。３回目接種が完了した「医療従事者等及び高齢者施設等の従事者」で、４回

目接種を希望する人は、お勤めの施設、または接種を希望する個人からの申請が必要となりますので、健康増進課

（!７８６‐１８５５）へ連絡してください。今後、更に対象者が拡大される場合には、市広報や市ホームページで改めて

お知らせします。

４回目接種対象者の拡大

新型コロナワクチンは、他のワクチンとの接種間隔を２週間以上空けることとされていましたが、このたび、イ

ンフルエンザワクチンに限り、同時接種（または、２週間以内の接種）が可能となりました。なお、インフルエン

ザワクチン以外のワクチンとの接種間隔に変更はありません。

新型コロナワクチンとインフルエンザワクチンの同時接種

新型コロナワクチンの４回目接種が開始されましたが、ワクチンの種類により接種間隔などが異なります。各ワ

クチンの違いは、次のとおりです。（８月５日㈮時点）

新型コロナウイルスの各ワクチンについて

４回目接種

接種間隔
（３回目接種
完了から）

５か月以上
経過後

５か月以上
経過後

対象外

対象外

対象外

対象者

６０歳以上、１８
歳以上の基礎
疾患を有する
人や医療従事
者など

６０歳以上、１８
歳以上の基礎
疾患を有する
人や医療従事
者など

３回目接種

接種間隔
（２回目接種
完了から）

５か月以上
経過後

５か月以上
経過後

対象外

６か月以上
経過後

対象外

対象者

１２歳以上

１８歳以上

１８歳以上

１・２回目接種

接種間隔

通常
２１日間隔

通常
２８日間隔

通常
４～１２週間隔

通常
２１日間隔

通常
２１日間隔

対象者

１２歳以上

１２歳以上

原則
４０歳以上

１２歳以上

１回目の
接種時年齢
５～１１歳

ワクチンの
種類

ファイザー

モデルナ

アストラ
ゼネカ

武田
（ノババックス）

小児用
（ファイザー）
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